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1 .はじめに
直方平野のうち，遠賀JI下流域の中央を遠賀JI
が高北に縦析しており，これを墳に景観や第四紀
の様相が異なる.たとえば遠賀川の西側には大
規模な新・古砂丘が分布し，玄海砂丘と呼ばれる])
西側では大規模な古砂丘砂層が発達し，中には阿
蘇4火砕流堆積物 (Aso-4)が見られるが，東
側では古砂丘砂層の発達が貧弱で赤色を帯びてお
り， Aso-4が見られないなど，東西で第四紀層
の発達が異なっている.
遠賀JIの西側の芦鹿町，岡垣町域の砂丘の研究
は日本の第四紀研究史に残る成果を上げている.
郷原ら])による第四紀層序の研究，成瀬2)によるレ
スの研究がその代表である.しかし両者の古砂丘
層序は着白点が違うため一致していない.そのほ
かの研究でも向じ地層名が異なった麗準で用いら
れており，混乱に拍車をかけている.角田3)と藤
井勺土地域史研究の立場から関垣町史を手がけ，
芦屋町までまたがる調査を行い，地形・地質編の
中で砂丘層序をまとめた.新砂丘砂層を三盟松原
砂丘層，古砂丘砂層を芦屋砂丘層と莱屋砂丘層に
2分している.芦屋砂丘層と粟屋砂丘層の間には
Aso-4が挟まれる.本研究での地層区分は藤井4)
にほぼ千走っている.
海成第四紀層に着諒すると，遠賀JIの東側に正
津ヶ浜泥層5)と山口泥層6)の2つが知られている.
尾崎ら7)は正津ヶ浜泥躍を最終関氷期最高海面期
(下末吉期=Stage5 e) に対比したが，下山ら8)
はこれとは別の下末吉期の権成層(黒山泥層=仮
称)が岡垣町の地下に存在することを指摘し，正
津ヶ浜泥層(および山口泥層)を下末吉期より下
位と考えた.さらにこの地域の地殻上下運動は現
査沈降傾向にあり，正津ヶ浜泥層の存在は地殻上
下運動の逆転を暗示していると考えた.
第四紀地殻上下変動の観点、でみると，古砂丘砂
や海成層の時代いかんでは本地域が隆起地域に
も沈降地域にもなりうる.このため本研究では既
存の研究成果に加えてボーリング資料などの最近
までに明らかになった情報を加えてこれらの地層
の層序を再検討した.
2.遠聾川東側の第四紀麗
遠賀JI東側の海岸では古第三紀芦麗麗群の砂岩
頁岩からなるj毎食台が広がっている.その背後は
丘陵地で，緩やかな起伏に富んだ、丘陵地となって
いる.所々に丘陵地に切り込んだ谷がみられ，低
地が発達している.芦屋層群の古第三紀層を不整
合で、覆って，第四紀層が発達している.発達の仕
方は丘陵と低地で異なっている.
低地では完新統の海成粘性土麿と非海成粘性土
層が古第三紀層の問地を埋めて発達している.
さは数m程度で、ある.この海生貝殻片を多数含む
海成粘性土層を「遠賀JIシルト窟J，非海成粘性
土層を「木屋瀬!醤」と仮称する.
丘援での第四紀層の主体は，下から正津ヶ浜層，
岩屋砂磯層，島郷層(いずれも文献勺で，吏新
統である.これらを完新統の新砂丘砂層(三里松
原砂丘層3)，1))が薄く覆っている.
砂費シルトからなる正津ヶ浜泥躍が夏井海岸の
波打ち際で観察される.その中にマガキ・サルボ
ウガイなどの貝殻が特徴的に含まれるほか，樹木
片が多数含まれている.夏井の別の露頭ではアサ
リ，ツキガイモドキ，ヒメシラトリガイ，ホソウ
ミニナ，アカフジツボなどの内湾潮間帯~潮下帯
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匿雲海成粘性土産雪 際濁脊機箆非海成粘性土癒{そうら騒)
図 1 海成粘性土j議(遠賀)1シルトj費)と木屋瀬層
上部に発達する「そうら層Jの分布省関… 2
の認査地の範劉(黒枠内)
種を含んで、いる.正津ヶ浜泥閣は波打ち際以下に
も存在することが，ハンドオーガーによる掘削調
査で確認された.ただし波打ち際以下の部分には
良化石を含まず，樹木片のみを含んでいる.
岩屋南海岸では海岸線に沿って海食崖が続いて
いる.1毎食屋の露頭の大部分を占めているのは正
津ヶ浜泥躍である.ここの正津ヶ浜泥層は泥混じ
り砂麗からなり，タラシノイデス生痕が密集する.
夏井と岩屋高海岸では正津ヶ浜泥麗の上を小豆
色~赤掲色の細砂蝶層と吉砂丘砂層が覆っている.
細砂牒層が島郷層下部部へ古砂丘砂層が島郷層
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~… 2 遼賀川下流域の表層地質分布の概略
上部5)とに相当する.
北九州市若松区逆水貯水池北側の海食崖では基
盤の古第三紀層芦屋層群とその上の岩麗砂際窟，
烏郷層下部・上部の層序関係が連続的に観察でき
る.海岸露頭では基盤の古第三紀膚芦麗層群の上
に岩屋砂礁層が不整合で重なっているのが観察さ
れる.岩屋砂磯層の磯種は安山岩・花街岩・堆讃
岩など様々である.岩屋砂磯層の最上部は薄い磯
層で占められ，赤色化している.最上部の磯はい
わゆる「クサリ磯J1である.岩屋砂磯}議の直上
には島郷膚下部の「あずき色」の粗粒砂と細礁の
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図-3 遠賀川中下流域の地震断面殴(図… 2に示寸断面線のf立鐙およびその延長)
凡例 a:人工程穣土， b:三里松原砂丘j議， c:木屋瀬層上部， d:木屋瀬j欝下部，
e:透努JIシ}vトj翠， f:古砂丘砂j議(芦屋砂丘層および粟屋砂丘層)， g:中期段丘構
成層， h:黒山泥層， i:古鶏段丘構成j雷， j:古第三紀層(基皇室岩)
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間 4 向坂町榎坂のAso-4およびAtaを含む露
頭(位鐙は図ー 2の榎坂露頭).
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図-5 関場町穣坂付近の玄海砂丘の柱状図
細互層からなる島郷層が発達している.島郷層下
部の上を島郷麗上部の赤色古砂丘砂層が覆ってい
る.
3.遠賀川西側の第由紀麿
遠賀川西側の海岸では玄海砂丘と総称される
さ最大50m以上の大規模な新砂丘・古砂丘が海岸
娘に平行に丘陵状に分布している.遠賀川河口は
玄海砂丘に妨げられて狭くなっている.そのやや
上流側には遠賀町から直方市にかけて遠賀JI流域
の低地が広がって，直方平野の主部を構成してい
る.図-2に示された低地部分を「遠賀川下流低
地jと呼ぶ.
遠賀川下流低地では基盤岩はしばしば低地から
突き出して島状に分布している.函-3の断面図
でも基盤岩が杭のように突出している.このよう
な形状から樫没した浸食残丘と考えられる.古第
三紀層基盤がつくる堆積盆地は全体として船底状
を呈していて，主として完新世の堆積物(完新統)
によって埋積されている.
完新統は海成粘性土層と非海成粘性土に底分さ
れる.海成粘性土層は海生貝殻片を多数合み， 10
~20mの厚さで下流低地全域に広く分布するが，
垣生(はぶ)の上流側では急速に薄くなり，直方
市付近まで達している.この海成粘性土層を東側
と同様に「遠賀JIシルト層J，非海成粘性土層を
「木康j頼層」と呼ぶ.木屋;瀬頼層にはしばしば「そ
うら層Jと呼ばれる「高有機質土層Jが発達する的
これは植物遺イ体本に富む泥炭!謄習で，下部は分解され
て泥炭状であるが，上部は植物繊維が多く残り，
f馬糞状」となる.下流低地全域に広く分布する
が，木屋瀬の上流側や玄海砂丘背後の湿地帯に典
型的に発達する(関-1).
完新統の下位には数種類の更新統が存在する
(図-3). これらは，下位より，クサリ蝶から
なる古い牒層，よく締まった砂礁層，貝殻混じり
半間結粘性土層からなる.クサ 1)礁からなる古い
磯属とよく締まった砂J深層は，ボーリング資料と
表層地質で追跡した結果，上流域では古期段丘構
成層，中期段丘構成層へつながる.貝殻混じり半
面結粘性土層の分布は遠賀町以北に限られ，現在
の遠賀川河口に一致せず，玄海砂丘の下を関垣町
山に抜ける(図-2の太波線内).これを仮に
黒山泥層と呼ぶ.
玄海砂丘は新砂丘砂層と古砂丘砂層から構成さ
れている.前者はごく薄く，砂丘の大部分は古砂
丘砂層からなる.
古砂丘砂層は淡黄色の中粒~細粒砂躍を主とし，
その上位にしばしば褐色の古土壌層が発達するの
が特徴である.成瀬2)および成瀬・井上町立古砂
丘砂層中に帯状に発達する古土壌が黄砂(レス)
と砂丘砂からなり，黄砂の量が相対的に多いので，
砂の供給の停止期に発達することを明らかにした.
また，古土壌にはしばしば火山炭層(テフラ)を
含むことが知られている.下山らωlま広域指標テ
フラである Aso-4と阿多火山灰層 (Ata)を基準
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t己防ithemi.泊zebra(C)， Fragilaria constru町s(C)， 
Fragilari.旨elliptica(C)， Melosira granula包 (R)，
Me.わ刻版 italica(R)， Cymbella aspera (R)， 
Go叩舟one四 acum.的atum(R)，伽7叫 raulna (+)， 
汗1ala田'Iosか'abra斤祖Pかae(+)， Goηphonema truncatum ( + ) 
Melosira granulata (A)， Epithemia zet四 (C)，
Cyclotellam間昭hiniana( + ) ，Gomphonema tr.叩 catum(+)，
Cocconeis placentula (+)， C.問1beね minuta(+)，
Tabe州ariafenestriata (+) 
腕五os.かagranulata (A)， Thalassiosira bramaptrae (R)， 
Cyclotella comta (R)， Epithemia zebra (R)， 
C同'Iotelamene.宮h的加.a(+)， F!周gilariacons品目Jens(+)， 
T必ellaria伽estriata(+)， C四;coneisplac開 tula(+)，
cymbellam的uta(+) 
栂対綴度、 (A)・多い， (C):ふつう， (R)・少ない， (十):まれ
図 6 関士豆町東黒山での試錐柱状留と珪藻分析結果({立趨は悶… 2の「東黒山試錐J)
に，福岡市と芦麓町・岡垣町の古砂丘砂層を比較
して，古砂丘の成長期と停滞期のセットを思分し，
A.B ・C'Dの4ユニット(部層)を識別した.
これによれば， Aso-4はB部層， AtaはC部層
の古土壌部分に爽まれている.特に Aso-4は良
く追跡できる鍵層である.図-4は岡垣町榎坂で
発見された Aso-4とAtaを含む露頭である.
角田3)およびぴ、藤井井-
窟を区分し，その上位を芦麗砂丘層 (A部層に相
当)，下位を粟屋砂丘層 (B部層以下に栢当)と
した.古砂丘の主部は粟屋砂丘層からなる(盟-
5) . 
4.考察
(1) そうら麗
木屋瀬層の上部に発達する「そうら層Jと呼ば
れる「高有機質土層Jの存在は本地域を特徴づけ
るものの一つであるへ寒冷地では未分解の泥炭
がよく発達することから，最終氷期 (3~ 1. 5
万年前)の堆積物である可能性があった.このこ
とを確かめるために，そうら膚の形成時代と堆積
環境を調べた.調査地点はそうら置が典型的に見
られる岡垣町東黒山の矢作橋横の低地(毘 2) 
である.東黒山試錐の位置は砂丘背後の低地で，
低地表層の全域をそうら膚が占めている.地下に
は黒山泥層が存在する.遠賀JIシルト層はなく，
古砂丘のバリアーが縄文海進に伴う海の侵入を臨
止したと考えられる.
突き刺すのが容易なので，ハンドオーガーと
ピートサンプラーを用いた試錐を行なった(東黒
山試錐).この試錐柱状図を図-6に示す.GL-
4.9mにはアカホヤ火山灰 (K-Ah，ca6， 300y. 
Bp12)) の純層が確認された.そうら層はK-Ah
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の上にのみ見られた.そうら層の14C年代値は K
Ahの直上が5，030ごと130y.BP，GL…1.0mが
3，320土80y.BPという値であった.これらは最終
氷期ではなく，温暖期に急速に淡水域に堆積して
形成されたことが明らかになった.そうら層の平
均堆積速度は1000年間に2.3mで、ある.
さらに，このそうら簡に含まれる珪藻化右の簡
易分析を行った.分析は1988年に日本大学(当持)
の故小杉正人博士に依頼した.その結果を図-6
の右に示している.これによると 3層準の珪藻
化石群集は停滞水域を示す淡水浮遊生種群で、占め
られ，これに底生種群 (F) 1討を伴っていること
から，水深の浅い沼に堆積したと考えられる.ま
た，Fragilaria属と Melosira農が多いことから水
質は弱アルカリ性と推定される.
そうら層の成田を考えてみる.そうら}曹は植物
繊維が多く，植物遺体の分解はある程度まで進ん
だ段階で停止している.この意味では寒冷地の未
分解高有機質土とは異なっている.植物遺体の分
解にかかわる微生物活動が高い場合，多くの有機
酸が生産されるので， ìÌí~招は弱酸性となるはずで
あるが，珪藻化石群集は弱アルカ 1)性を示唆して
いるので，微生物活動はそれほど大きくなかった
と考えられる.これらを考憲すると弱アルカリ性
の水が微生物活動を抑制しつつ浅い沼に急速に埋
没したことがそうら層の成四と考えられる.
少なくとも直方以北では「そうら膚Jは縄文樺
進撞盛期 (6-5千年前)以後に形成されており，
それ以南でもごく表層に発達することから濫暖期
に形成されたと考えられる.
(2) 黒山泥麗
鴎-2には地下に黒山泥層が確認された地点を
ムで示している.その分布は太破線で示した範閤
図-7
完新世IK-Ah 
後録
更新世
AT 
Aso司4-Ata 
図 8
間寝町築山の露頭に見られる島郷扇(位置は
関-2の「黒山露頭J)
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遼賀川下流域の第四紀j替のj欝序関係路間
にある.同層は古砂正砂層直下に発達する不透水
層であり，遠賀川の伏流水を黒山水源地方向に誘
導しやすくしていると考えられる.
黒山泥層の異化石はハナツメ夕方、イやイヨスダ
レガイなどの内i寄生潮下晴種からなり，これらは
本格的内湾の存在を強く示唆している.ボーリン
グ資料によれば黒山泥層の上を古砂丘砂層の粟屋
砂丘層が接覆っており，その最上部に Ata(ca 
100， 000y.Bp1吋を含んでいる(国-4， 5). こ
れらの層の層序関係は一連なので，黒出泥}曹は最
終間氷期最大海進期(酸素間位体ステージ5e) 
の海成層と考えられるお.
尾崎ら7)および中江ら凶は，本地域の最終間氷
期最大海進期海成層として，山口泥層別あるいは
正津ヶ浜淀層5)を挙げている.しかし，遠賀川東
側地域では正津ヶ浜泥層を覆う島郷属上部の吉砂
丘砂層は赤色土化を被っていて，広域テフラを含
まないなど西間の古砂丘砂層とは明らかに異なっ
ている.島郷層上部は堆積原菌を持たず，著しく
解析されているので，より古い古砂丘層の可能性
(福間の D部層別)が強い.
一方，遠賀川西側地域では黒山露頭に島郷層下
部の砂磯属および向上部の赤急古砂丘層が見つ
かっている(間一7).黒山露頭は古第三紀層か
らなる基盤が尾根状に突出した部分に位置してい
ることから，古砂丘層に対する一連の基盤の地層
が観察できる.ここでは島郷層上部の赤色古砂丘
と島郷層下部の砂磯層が基盤(砂岩頁岩五層)
突出部を宜接覆っている.さらに，島郷躍は粟屋
砂丘患に覆われている.
前述のように黒山泥層がステージ5eの海成層
の可能性が最も高いので，島郷層，岩屋砂様層，
正津ヶ浜泥層は少なくともステージ5以前の地層
と考えられる.山口泥層はその分布高度が正津ヶ
浜泥層よりさらに高いので，正津ヶ浜泥層より古
いか少くとも同じステ…ジに属すと考えられる.
以上の層序関係を総合したものを盟-8に示し
た.これまでの層序と大きく異なるのは最終間氷
期最盛期(ステージ5e)の海成層である黒山泥
層の存在である.
山泥層の現在のマリントップは海面下(-
7.92m)にあり，過去の高海面期の海水の体積が
ほぼ閉じだ、ったと仮定すると，この地域がゆっく
りとした沈降地域であることを示している81 沈
降が長期間継続すると，黒山泥膚より古い時期の
高海面期海成層はより深い位置で発見されるはず
であるが，黒山泥層より明らかに吉い正津ヶ浜層
の現在のマリントップは現在地上(十3.1m)に
存在する.これは(隆起から沈降への)地殻上下
運動の逆転を暗示するものであるお.
まとめ
(1) 遠賀JI下流域の「そうら層」は6000y.BP以
後の縄文海進極盛期以降に水深の浅い淡水沼で、
形成された.
(2) 黒山泥層は内湾に堆積した最終関氷期ステー
ジ5eの海成層で，その湾口部は現在の河口と
は異なる位置にあった.
(3) 島郷層，岩屋砂磯層，正津ヶ浜泥層は少なく
ともステ…ジ5以前の堆積物である.
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